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答

弁

第

一

号 
   

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

衆
議
院
議
員
小
川
新
一
郎
君
提
出
台
風
十
号
及
び
そ
の
後
の
低
気
圧
に
よ
る
災
害
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対 

内
閣
衆
質
一
〇
七
第
一
号 

昭
和
六
十
一
年
十
月
三
日 

衆

議

院

議

長 
原 

 

健 
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郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
小
川
新
一
郎
君
提
出
台
風
十
号
及
び
そ
の
後
の
低
気
圧
に
よ
る
災
害
対
策
に
関
す
る 

質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

治
山
治
水
事
業
の
緊
急
か
つ
計
画
的
な
実
施
を
促
進
す
る
た
め
、
第
七
次
治
山
事
業
五
箇
年
計
画
及
び
第
七

次
治
水
事
業
五
箇
年
計
画
の
策
定
並
び
に
所
要
の
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

昭
和
六
十
一
年
八
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
の
指
定
及
び
こ
れ
に
対
し
適

用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令(

昭
和
六
十
一
年
政
令
第
三
百
十
九
号)

を
昭
和
六
十
一
年
九
月
三
十
日

に
公
布
し
、
施
行
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 



ま
た
、
公
共
土
木
施
設
の
被
害
が
激
甚
な
場
合
等
に
つ
い
て
は
、
再
度
災
害
を
防
止
し
、
施
設
の
安
全
度
の

向
上
を
図
る
た
め
、
原
形
復
旧
に
と
ど
ま
ら
ず
、
災
害
復
旧
事
業
と
併
せ
た
改
良
工
事
の
実
施
を
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
。 

②
及
び
③ 

綾
瀬
排
水
機
場
及
び
綾
瀬
水
門
は
、
綾
瀬
川
本
川
に
係
る
一
連
の
河
川
改
修
と
あ
い
ま
つ
て
そ
の

効
用
が
発
揮
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
改
修
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
中
流
部
の
区
間
の
改
修
を
先
行 

① 

特
に
綾
瀬
川
流
域
に
お
い
て
は
、
今
回
の
豪
雨
に
よ
り
激
甚
な
災
害
が
発
生
し
た
た
め
、
激
甚
災
害
対
策

特
別
緊
急
事
業
に
よ
り
綾
瀬
川
本
川
の
築
堤
等
と
併
せ
て
綾
瀬
川
放
水
路
の
建
設
に
つ
い
て
も
そ
の
促
進
を

図
る
予
定
で
あ
る
。 

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
七
号)

に
よ
る
災
害
復
旧
事
業

に
つ
い
て
は
、
実
地
査
定
等
を
実
施
し
、
採
択
基
準
に
照
ら
し
て
適
正
に
決
定
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
度
の
高

い
被
災
箇
所
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
事
業
に
着
手
し
、
完
了
す
る
よ
う
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
。 

四 

 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

単
独
事
業
と
し
て
の
災
害
復
旧
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
そ
の
必
要
な
地
方
債
枠
の
確
保
を
図

つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
次
災
害
に
つ
い
て
も
実
情
に
応
じ
、
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。 

被
災
団
体
が
行
う
災
害
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
事
業
等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
実
情
を
十
分
調
査
の

上
、
被
害
状
況
及
び
財
政
状
況
等
を
勘
案
し
、
特
別
交
付
税
等
の
配
分
を
通
じ
適
切
に
対
処
し
た
い
。 

被
災
家
屋
に
代
わ
る
べ
き
家
屋
の
建
設
、
被
災
家
屋
の
補
修
等
を
行
お
う
と
す
る
者
に
対
し
て
、
住
宅
金
融

公
庫
は
災
害
復
興
住
宅
資
金
貸
付
け
の
受
付
を
昭
和
六
十
一
年
八
月
八
日
か
ら
開
始
し
て
い
る
。 

こ
の
災
害
復
興
住
宅
資
金
貸
付
け
は
、
住
宅
金
融
公
庫
の
一
般
住
宅
建
設
資
金
貸
付
け
等
に
比
べ
、
貸
付
限 

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
促
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 五 

 



七
に
つ
い
て 

(二 ) 

激
甚
災
害
の
政
令
指
定
等
に
よ
り
、
特
に
被
害
の
著
し
か
つ
た
宮
城
県
志
田
郡
鹿
島
台
町
、
福
島
県
伊
達

郡
梁
川
町
及
び
栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町
の
被
災
中
小
企
業
者
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
に
よ
る
災
害
関
係
保
証
の
特
例(

激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援

助
等
に
関
す
る
法
律(

昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号)
第
十
二
条
）
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
資
金
融
通
の 

(一 ) 

今
回
の
被
害
に
対
し
て
は
、
当
面
の
措
置
と
し
て
昭
和
六
十
一
年
八
月
七
日
付
け
で
、
政
府
系
中
小
企
業

金
融
三
機
関
に
災
害
貸
付
制
度
の
適
用
を
指
示
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
災
害
で
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企

業
者
が
、
一
般
の
枠
を
超
え
て
融
資
を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
個
々
の
企
業
の
実
情
に
応
じ
て
、
既
往
借
入
金

の
償
還
期
限
の
延
長
が
可
能
と
な
つ
て
い
る
。 

度
額
、
利
率
、
据
置
期
間
等
の
面
で
有
利
と
な
つ
て
お
り
、
被
災
家
屋
の
復
興
に
配
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 

六 

 



八
に
つ
い
て 

(二 ) 

災
害
に
関
す
る
共
済
制
度
と
し
て
は
、
農
業
関
係
等
の
制
度
が
あ
る
が
、
一
般
的
な
個
人
災
害
共
済
制
度 

(一 ) 

災
害
弔
慰
金
は
、
い
わ
ゆ
る
社
会
連
帯
に
よ
る
見
舞
金
で
あ
つ
て
、
災
害
補
償
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は 

(三 ) 

税
務
上
、
被
災
納
税
者
に
対
す
る
救
済
措
置
と
し
て
、
地
域
を
指
定
し
て
申
告
等
の
期
限
の
延
長
を
行
つ 

特
例(

同
法
第
十
五
条
及
び
昭
和
六
十
一
年
九
月
二
十
六
日
付
け
閣
議
決
定)

等
の
特
例
措
置
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
つ
て
い
る
。 

な
く
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
社
会
経
済
情
勢
を
勘
案
し
て
、
額
の
引
上
げ
を
図
つ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
額
は
妥
当
な
水
準
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

た
ほ
か
、
納
税
者
の
申
告
等
に
基
づ
く
租
税
の
軽
減
免
除
等
の
措
置
に
つ
い
て
も
、
適
切
に
講
じ
て
い
る
。 

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
は
、
被
災
世
帯
の
生
活
の
立
て
直
し
に
資
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
現
行
の

貸
付
限
度
額
は
低
利
の
福
祉
的
な
貸
付
け
と
し
て
は
妥
当
な
水
準
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

七 

 



 

八 

に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
調
査
検
討
を
行
つ
た
が
、
種
々
問
題
が
あ
り
、
制
度
化
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。 

(三 ) 

い
わ
ゆ
る
水
害
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
研
究
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




